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早
稲
田
大
学
の
活
動
報
告

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
招
へ
い

環
境
分
析
装
置
等
に
関
す
る
研
修

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
自
然
科
学
大
学

（
Ⅴ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
の
若
手
教
員
８
名
を
対
象
に
、

２
０
２
４
年
９
月
30
日
か
ら
10
月
８
日
の
日
程
で
、

日
本
を
代
表
す
る
分
析
装
置
メ
ー
カ
３
社
と
早
稲
田

大
学
に
お
い
て
、
環
境
分
析
の
実
習
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
応
募
の
経
緯
で
す
が
、

我
々
と
Ⅴ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ
は
２
０
１
５
年
か
ら
分
析

化
学
に
お
け
る
教
育
交
流
を
開
始
し
ま
し
た
。
環
境

問
題
が
頻
発
す
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
自
然
科
学

分
野
で
ベ
ト
ナ
ム
ト
ッ
プ
で
あ
る
Ⅴ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ

の
人
材
育
成
と
人
材
交
流
が
目
的
で
し
た
。
高
額
で

あ
る
た
め
に
大
学
で
は
分
析
装
置
が
不
足
し
て
お
り
、

分
析
教
育
が
不
十
分
で
あ
っ
た
状
況
に
対
し
て
、
日

本
の
分
析
装
置
メ
ー
カ
10
社
に
分
析
機
器
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
分
析
実
験
室
を
立
ち
上
げ
、
２
０
１
８

年
か
ら
年
間
２
０
０
名
の
学
部
学
生
に
分
析
実
験
実

習
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
教
育
交
流
の
過
程
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム

政
府
（
天
然
資
源
環
境
省
）
に
お
い
て
も
人
材
の
拡

充
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
頻
発
す
る
環
境
汚
染
に
対

し
て
現
場
で
簡
単
に
分
析
で
き
る
デ
バ
イ
ス
が
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
社
会
的
要
請
も
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
Ⅴ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ
と
早
稲
田
大
学
は
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
を
立
て
、
実
際
に

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ｔ
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
２
年
目
に
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
長
い
交
流
実
績
も
あ
り
、
比
較
的
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
連
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
Ⅴ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ
の
大
学
院
教
育
の
拡
充

も
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
分
析
技
術
や
大
気
・
水
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
分

析
技
術
、
マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
技
術
な
ど
先
端

の
分
析
技
術
を
学
ん
で
も
ら
い
、
彼
ら
が
Ⅴ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
回
若
手
教
員
の
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
か

な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
無
事
日
程

を
終
了
し
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
も
触
れ
、

大
変
有
意
義
な
交
流
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
初
日
か
ら
日
本
の
文
化
に
も
触
れ

て
、
そ
の
細
や
か
な
配
慮
や
技
術
の
高
さ
に
深
い
感

銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

【
㈱
堀
場
製
作
所
訪
問
】

ラ
マ
ン
分
光
法
の
座
学
講
習
と
実
機
を
使
っ
た
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
析
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。
分
光
法
の
基
礎
理
論
と
応
用
に
つ
い

て
学
び
、
同
社
の
ラ
ボ
で
装
置
を
用
い
た
実
践
的
な

分
析
手
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

【
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
㈱
訪
問
】

大
気
お
よ
び
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
技
術
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
大
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、

PM
2.5

、SO
2

、N
O
x

、C
O

、O
3

の
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ガ
イ
ド
に
基
づ
く
測
定
方
法
や
装
置
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
水
質
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
は
、N

PW

、C
O
D

、O
PM

、SS

、pH

、

EC

、D
O

と
い
っ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
測
定
手
法
と

維
持
管
理
の
重
要
性
を
学
び
、
実
機
を
使
用
し
た
操

作
訓
練
を
通
じ
て
具
体
的
な
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

同
社
で
の
講
習
で
は
、
多
種
類
の
分
析
装
置
に
実
際

に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ベ
ト

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
426
回

＝
特
別
連
載
＝

馬渡	和真
（早稲田大学	大学院
情報生産システム研究科
教授）
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ナ
ム
と
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

【
日
本
分
光
㈱
訪
問
】

赤
外
分
光
法
に
関
す
る
講
義
と
模
擬
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
最
近
ベ
ト
ナ
ム

で
も
環
境
汚
染
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

研
修
で
は
そ
の
測
定
方
法
と
分
析
技
術
の
習
得
に
重

点
が
置
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
赤
外
分
光
光
度
計

を
用
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
定
性
解
析

や
サ
ン
プ
ル
の
特
性
評
価
を
実
習
形
式
で
学
び
、
装

置
の
操
作
方
法
か
ら
デ
ー
タ
解
析
ま
で
の
一
連
の
流

れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学

北
九
州
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
研
修

マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
技
術
の
座
学
講
習
を
受
け
、

Ｐ
Ｄ
Ｍ
Ｓ
（
ポ
リ
ジ
メ
チ
ル
シ
ロ
キ
サ
ン
）
を
用
い

た
液
滴
実
験
や
空
圧
ポ
ン
プ
の
操
作
に
関
す
る
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
感
度
分
析
の
熱
レ
ン
ズ

計
測
法
の
講
義
で
は
、
分
析
技
術
の
原
理
と
応
用
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
ベ
ト
ナ

ム
で
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た
研
究
を
行
っ
て

い
る
方
も
お
り
、
興
味
深
そ
う
に
講
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

熱
レ
ン
ズ
計
測
の
実
習
で
は
、
環
境
分
析
用
の
モ

リ
ブ
デ
ン
検
出
キ
ッ
ト
を
用
い
た
測
定
を
通
じ
て
、

高
感
度
測
定
の
手
順
を
学
び
ま
し
た
。
使
用
し
た
装

置
は
１
マ
イ
ク
ロ
リ
ッ
ト
ル
レ
ベ
ル
の
液
量
で
も
測

定
可
能
な
熱
レ
ン
ズ
計
測
装
置
で
、
精
密
な
計
測
技

術
の
実
体
験
に
役
立
ち
ま
し
た
。

◉
今
後
の
展
望

今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
、
現
在
進
行
中
の
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
研
究

者
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
」

の
研
修
で
行
っ
た
環
境
分
析
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
課
題
と
も
共
通
し
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
今

回
の
講
習
で
得
た
知
識
や
技
術
を
今
後
ベ
ト
ナ
ム
で

の
研
究
や
教
育
活
動
に
役
立
て
た
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
成
果
を
Ｖ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ
Ｕ
Ｓ
の
大
学
院
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
移
行
す
べ
く
、
今
後
は
大
学
院
に
向
け

た
分
析
実
験
実
習
の
シ
ラ
バ

ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
共
同

で
作
成
し
て
、
Ｖ
Ｎ
Ｕ

－

Ｈ

Ｕ
Ｓ
の
ホ
ア
ラ
ッ
ク
新
キ
ャ

ン
パ
ス
に
構
築
す
る
分
析
Ｒ

＆
Ｅ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
２

０
２
５
年
度
を
目
処
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
相
乗
効
果
に

よ
り
、
現
場
で
簡
単
に
使
え

る
安
価
な
デ
バ
イ
ス
が
で
き
、

技
術
を
扱
え
る
人
材
が
増
え
、

さ
ら
に
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
で
き

め
細
や
か
に
環
境
汚
染
を
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
貢
献
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
「
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
メ
ン
バ
ー
が
近
い
将
来
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
関
連
す
る

分
析
技
術
や
デ
バ
イ
ス
開
発
、

人
材
育
成
活
動
が
分
析
Ｒ
＆

Ｅ
セ
ン
タ
ー
で
継
続
的
に
実

施
さ
れ
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

の
科
学
技
術
交
流
を
よ
り
深

め
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
今
後
も
、
技
術
協
力

と
同
時
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

で
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

環境分析装置の講習 東亜ディーケーケー訪問

液滴の実験風景 担当者から環境分析装置の説明を受ける




